
人と魚にやさしい川づくり事業－河川管理者との協働による川づくりに関する研究－ 

（令和 7 年度）                             渡邊長生・吉田豊 
 

要 約 

 多自然川づくりの考え方や優良事例について，土木

や水産に関わる職員等で共有し，今後の施策等に生か

す契機をつくることを目的に「多自然川づくり研修会」

を 2025 年 11 月 7，8 日に開催し，県及び市町の土木職

員，水産職員，その他関係者など合計 107 名が参加し

た。岐阜大学の原田教授より巨石の重要性と活用方法

について，那珂川南部漁業協同組合の岡崎組合長より

巨石を残すことによる漁場の変化や土木側との協働事

例について講演が行われた。また，各土木事務所から

管内で施工した多自然川づくりの事例報告があり，原

田教授から講評を受けた。経年的な研修の実施により，

研修内容はより実務に即したものへと深化してきてい

る。現地検討会では那珂川小川地区及び箒川浄法寺橋

付近の堆積土除去工事の工区において，現地の状況を

踏まえた多自然川づくりの方向性について関係者間で

検討を行うことができた。 

2025 年度は 4 河川で河川管理者と漁協等水産関係者

の協働による工法の検討や施工後の効果検証を実施し

た。那珂川（那珂川町小川地区）では，2024 年に改修

した区間において試し釣りを行った結果，当該区間で

の釣果は良好であり，改修の効果が感じられるもので

あった。今年度は砂州の掘削，洗掘箇所の護床工，玉

石の投入等改良を進めており，今後も継続的なモニタ

リングを実施する予定である。 

漁業調整や多自然川づくりを推進する上での課題

を整理するため，県内土木事務所で河川工事を担当す

る職員に対するヒアリングを実施したところ，漁協の

交渉窓口が不明瞭であることや多自然川づくりを設計

に反映させる際の工種や歩掛の設定がないこと等，推

進上の課題であるとの指摘があった。さらに多くの土

木関係者の意見を集約することで，今後の施策の展開

に繋げたい。   

なお，本研究は（一財）東京水産振興会および（国

研）水産研究・教育機構水産技術研究所「人と魚にや

さしい川づくり事業」の一環として実施した。詳細は

（一財）東京水産振興会のホームページ（下記 URL）

に掲載した。 

https://naisuimen.suisan-shinkou.or.jp/wp-
content/uploads/2603.pdf 

（指導環境室） 
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